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11 単元名 「大地のつくりと変化 （第６学年）」

(1) 単元の目標

大地やその中にふくまれるものに興味をもち、大地の構成物や大地のできかたを調べ、大地のつく

りやできかた、大地の変化と自然災害との関係についてとらえることができるようにする。

(2) 単元の評価規準

おおむね満足できる状況 十分満足できる状況

① 大地がどのようなものでできているかに興 ① 大地のつくりやその中に含まれているもの関

味をもち、資料をもとに、進んで話し合おう に興味をもち、進んで資料を調べ、話し合お・

としている。 うとしている。意

② 火山の噴火や地震による大地の変化に興味 ② 火山の噴火や地震による大地の変化に興味・

をもち、進んで地域の資料を調べようとして をもち、調べるための計画を立て、進んで地態

いる。 域の資料を集めて調べようとしている。

① 資料から、大地が流れる水のはたらきや火 ① 資料から、土地の様子や地層に含まれる構思

山のはたらきによってできていることを推論 成物等を比較しながら調べることにより、大考

することができる。 地が流れる水のはたらきや火山のはたらきに

よってできていることを推論することができ

る。

② 観察した結果から、大地のできかたと地層 ② 大地を観察し、土地の様子や構成物等を多

の広がりを推論することができる。 面的に調べた結果から、大地のできかたと地

層の広がりを推論することができる。

③ 地震や火山の噴火によって、大地が変化す ③ 最近の地震や火山の噴火の記録から、地震

ることを推論することができる。 や火山の噴火によって、大昔から大地が変化

してきたことを推論することができる。

① 砂の多い土と粘土の多い土を交互に水に流 ① モデル化した実験や模型づくり等、複数の技

しこみ、水のはたらきでできた地層のできか 方法で、多面的に地層のできかたを調べるこ能

たを調べることができる。 とができる。・

② 地層を観察し、観察した地層の構成物の様 ② 観察の視点をしっかりともって地層を観察表

子や特徴等を記録することができる。 し、構成物の様子や特徴等を的確に記録する現

ことができる。

① 大地は、小石、砂、粘土、火山灰および岩 ① 大地は、小石、砂、粘土、火山灰および岩知

石からできており、層をつくって広がってい 石からできており、層をつくって広がってい識

ることを理解している。 ることを、そのできかたとともに理解してい・

る。理

② 地層は、流れる水のはたらきや火山の噴火 ② 地層は、流れる水のはたらきや火山の噴火解

によってできることを理解している。 によってできることを、そのできかたととも

に理解している。

③ 地層には、化石などがふくまれていること ③ 水のはたらきでできた地層には、貝やアン

を理解している。 モナイト、恐竜等の化石が含まれていること

を理解している。

④ 大地は、地震や火山の噴火によって変化す ④ 大地は、地震や火山の噴火によって変化す

ることを理解している。 ることを、最近や災害の記録と結びつけて理

解している。
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(3) 指導と評価の計画

次 時 学習活動 主な評価規準 評価の方法

第 １ ○私たちの住んでいる大地は、どのようなものででき 関心・意欲・態度① ぐんぐんシート

１ ているのか、資料を見て話し合う。 （はじめに）

次 ○資料をもとに、大地は、水のはたらきでできたとこ 観察

ろと、火山のはたらきでできたところがあることを

知る。

○地層は、小石、砂、粘土、火山灰などが積み重なっ 知識・理解①

たものであることを知る。

２ ○水のはたらきでできた地層と火山のはたらきででき 思考① ぐんぐんシート

た地層の特徴について、資料をもとに学習する。 知識・理解② ( )1
３ ○水のはたらきでできた地層のできかたを考え、水槽 技能・表現① 観察

に土を流し込む実験をして調べる。

４ ○堆積岩と化石について、実物や写真資料で特徴を調 知識・理解③ ぐんぐんシート

べる。 ( )2
第 ５ ○海や湖の底でできた地層が陸上で見られるわけにつ

２ ６ いての資料を読む。 学習カード

次 ７ ○地層の観察を行い、水か火山のどちらのはたらきで 技能・表現② ぐんぐんシート

できたかを考え、記録にまとめる。 ( )3
８ ○観察結果を整理して発表し、地層のできかたについ 思考② 発言

て話し合う。 ぐんぐんシート

( )4
第 ９ ○私たちが住む地域に、地震や火山の噴火によって変 関心・意欲・態度②

３ 化した様子が見られるかを話し合い、どちらか１つ

次 を選択して、学習の計画を立てる。

選択学習10
○地震による大地の変化 ○火山の噴火による大地の 思考③ 学習カード11
の様子を調べる。 変化の様子を調べる。 知識・理解④ ぐんぐんシート12

( )5
学習カード補 補充的な学習 発展的な学習 補充的な学習13

○火山灰の粒が角張って ○火山のはたらきでできた 知識・理解②充

いることを、解剖顕微 岩石に含まれる粒は、水 学習カード・ 発展的な学習

鏡で調べる。 のはたらきでできた岩石 知識・理解(発)発

に含まれる粒と違い、角展

張っていることを解剖顕

微鏡で調べる。

(4) 補充的・発展的な学習の位置付け

＜補充的な学習の位置付け＞

火山のはたらきでできた地層と水のはたらきでできた地層の特徴を理解できていない児童が

いる。そこで、火山灰を観察することにより、火山のはたらきでできた地層に含まれる土の特

徴を確かめることができる。

＜発展的な学習の位置付け＞

火山のはたらきでできた岩石が、水のはたらきでできた岩石とどのように違うかを比べなが

ら調べることにより、火山のはたらきでできた地層と水のはたらきでできた地層の特徴につい

、 。 、 、 。て 一層理解を深めることができる また この学習は 中学校での火成岩の学習につながる
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(5) 補充的な学習と発展的な学習を一人で指導する場合の指導

① 本時のねらい

火山灰の粒を解剖顕微鏡で観察し、火山のはたらきでできた地層の特徴が＜補充的な学習＞

分かる。

花崗岩に含まれる鉱物を礫岩に含まれる小石や砂の粒と比べ、火山のはた＜発展的な学習＞

らきでできた岩石の特徴が分かる。

② 準備

火山灰、解剖顕微鏡、蒸発皿、学習カード＜補充的な学習＞

花崗岩、礫岩、解剖顕微鏡、蒸発皿、学習カード＜発展的な学習＞

（太字は学習活動、細字は教師の支援及び留意点）③ 展開

時間＜補充的な学習＞ ＜発展的な学習＞

１ 火山のはたらきでできた地層の特徴につ １ 火山のはたらきでできた岩石を水のはた

10いて復習する。 らきでできた岩石と比べ、中に含まれてい

・教師が発展的な学習を指導している間に、 分る粒の違いを調べることを知る。

教科書ｐ４と学習カードにより、火山のは ・背面黒板を利用し、本時のめあてと内容を

たらきでできた地層の特徴について復習さ 簡単に説明する。

せる。 ・花崗岩と礫岩を配り、礫岩について想起さ

せるとともに、花崗岩について説明する。

２ 火山灰の粒の形等を観察することを知る ２ 花崗岩を礫岩と肉眼で見比べる。。

・前面の黒板を利用し、本時のめあてと内容 ・教師が補充的な学習を指導している間に、 ５

を説明する。 花崗岩を礫岩と見比べる。 分

・火山灰を配る。 ・花崗岩と礫岩をあらかじめ細かく砕いたも

のを配る。

３ わんかけ法による鉱物の観察方法を知る。

・児童全員を前に集め、補充的な学習の児童と発展的な学習の児童に対し一緒に、わんかけ ５

法を演示しながら説明する。 分

（ 、 、 。）水を入れ 指で押し洗いをする 濁った水を捨てる 再び水を加え 以上を繰り返す→ →

（短時間のため、乾燥は省略する ）。

４ 解剖顕微鏡で火山灰の鉱物を観察する。 ４ 解剖顕微鏡で花崗岩の鉱物や礫岩中の砂

20・火山灰をわんかけ法により洗い、解剖顕微 を観察する。

鏡で観察する。 ・花崗岩と礫岩を砕いたものをわんかけ法に 分

・火山灰の粒は、角張っていることに気づか より洗い、解剖顕微鏡で観察する。

せる。 ・花崗岩の粒は角張っていること、礫岩に含

まれる砂の粒とは違うことに気づかせる。

５ 結果と考察を発表し、本時の学習をまとめる。

・ 火山のはたらきでできた地層に含まれる火山灰の粒は、角張っていること 「火山のはた ５「 」

らきでできた岩石に含まれる粒は角張っていて、水のはたらきでできた岩石に含まれる粒 分

とは違うこと」を押さえる。

（本時）④ 評価規準

地層は、流れる水のはたらきや火山の噴火によってできることを理解して＜補充的な学習＞

いる （知識・理解）。

火山のはたらきでできた岩石の特徴を理解している （知識・理解）＜発展的な学習＞ 。


